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巻願言

 (とび魚とかつ栖の加.〕:=)一製造部長白石良雄

 とび魚とかつ軸は本県の代表釣殺割をもっているが、今期

 の漁、成・績が加工画に与えた影響は、近年に珍しいケ…スと見

 ている。漁期の短いとび魚は、早や終止期とダうところ。

 一がつお一も例年より・桂だしい不漁で関係筋の愁眉となってい.
 る。

 とび魚は.例年八0・00万尾の水.揚げである,のに・今年は
 600万尾で終りそうである。....例年!、000万尾で.ぶ,000

 万円が60θ万尾で首,000万円という金額にあむ{ったのだ

 から、魚錨が例年よ一りも尋割高であつ・たことにたる。'た一めに

 例年もてあましている塩干とび・魚が、今年は品不足セいかが

 やしいような製品も先っ指化無難g見運1し.と聞いでい㍍
 製品向上のだ亭)に、技術改善が・要.詩されるのは殆戸。ど毎I年鑑

 続.のところに、今年はこんな事象で技術改善がなおぎりにな

 ってしまづ把こと.を不快に思一ってい.る。「塩漬首の水洗を充・

 分に」というご一.とだけを改善の.千ツトー一とし'て当るも、一これ
 を面倒奥く取扱う弊習に注視・する時期でないかと。

 .不振絞.きρかつおは、か?お節業者が研料獲得に狂貿の.窮
 .状で、今迄になカ)った蔦憧を呼んでいる。こんなべらぼうな

 ・揮い原料でカ)つお節加工をし.て工場がなり立っ牟ろう一か。
 栢そ.らく営業面は寒心沙汰ではあるまいか。カ)つ却節は年々

 需要が滅っていくの.に、今年の製品一値がはね上知る・目途があ

 るとは…箏えらオしなし、の暑こ。

 本県の主幹漁、業と自.食するか。つお漁の面目如何はブに.かか

 って、・加工態勢のバックボーンなくしてぽ望めない蘭係が殊
 .に著しい。加工・態勢に挨ってのみ負極安定が望まれるという

 スローガン的要Fばえモこ、ちゆうちよ一すIる三智与ま一・ノ㌧も.勇・なくな
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 った、.ム払.ば昨年の一点個暴落から嘩わい得た訓元が利いでい一

 一る.。.加工態勢とは一がつお節の李産を調整しつ㌧かつ
 おの新加工品去つくりだヂを.とを意味している。
 省、数十皐来埣工を卵し一・工夫をこらし.・か1か.1たξで
 きばえと自身を誇るか.つお節に、言い譲れぬ愛着を捨てがた.し・
 い当業者に1同情を寄せ、敢然為さしめ右はなら牟蒔と.なって
 Iい糺..か?お漁一の歯半期成績は大俸以上のと担りで・こ一
 れから後半期に入る。この後半期の漁に期待を・もつことは出

 来年いが今迄のような原料価が続くとは考えられない。
 以よ9様な本年今迄の高値は全く変態的である事をしら.ず・
 あえて新製品をつくるに当らないと、折角の殊勝な意欲が薄

 らい牟様な気配を見かけているが・.これは私の偏見でありた
 いと思う。政府が長期経済計画一で示した蕾産4倍増産'(水産

 は3ク%増産)が昇現される様に、本県の畜産熱は実に驚異・・
 的・で・必然的に水産飼料の生産がめざま・しくなって.きた。従

 ・つてかつおの残査利用が勃興してき・た。残査利用の製品は肥

 料坤料に帥られるカ㍉.今年のは飼料向が増えるだろデ
 I詰精製品も飼料向けとなれば、単に香りが悪く校いことだけ
 の今迄の書え'方を更に深めて行かないと、需要者側から「価
 値の低い肥料と同gぢやな.いか」というそしりを免れない
 だろう。フィッシュソリウフルについても合しそ意を注く

 べき蒔になっている。内臓を煮沸して濃縮したもgで、水分

 粗蛋白、脂肪等が規格通りに苧るだ1チでは・全/の模造品で
 しふならないだろう。真のフイツシユソリウフルは成分は規格通
 り1にある.事は勿論で、・こ。れらの成分は・消化吸収に容易なア.ミーノ

 酸の形'てなければならない。殊に飼料である以上アミン態窒.索
 や=P=H瞳の事柄を充分弁え、自己の製品に立派な誇り.がもた.
 .:づ、る物を製産して欲しい。単純な考え方.を改めると同時に、

 撫二亡特有の面細奥きを昔1ξしない心構えが我々自身g隼路を・
 開括する。
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 鹿児島湾内プランクトン調査(第2報)
漁業部

 調査の目的及び故ゑン於ト!採集方法I
 前号記載のとおり一一

 調査の期間

 昭一和35.年5月5目～・6目

調査結果

 /,カタクチ卵並びに稚魚の量'.

 便乗し・た事大練習船一一ψやまの予含で湾奥部.(§竜。
 .!ク')26)は採集しなかったので。・こ.9地区の卵並

 びに稚魚の分布状況は不明である。

 一卵分希の認められた所は.一湾中央芦の西側にあた亭・七
 色・〆0、//、!2・./タ、/6と湾口部のS七/.
 で.稜魚はS寸!6、/にそれぞれ3尾認められた。・

 この卵分布の認められた海域は4月から5月にかけて、
 八田網の好漁場が.形成されたところを含んでおり・こ.の
 海域の魚体は飽の東側海裁の魚体より若干大きいとされ

 ている。これに'より卵分.布の重心と癖場の重心とは大

 体て致する嶺向がうか㌢える6・

 エブラーンタトン量の分布

 測定したプランクトン沈澱量値は表./のとおりであり

 これを0-0■5醐α5日/,0醐/,0一喜0醐・

 夕0一/α0⑳!0-5α・0鎚一の5段階に分けて

 分布図を作っ.た。〈図3)

 沐澱量の全採集量は亨Z!鋤で!点あたり平均島3鰯
 となっている。
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 全紬に沈調は・月に比べ苧加レてお1・・.・・㌧
 /・4.の増加が著・しく目'挺つ。(殖物性プライタトンの増
 加が著しい)

 、三プランクト.ン組成の分布

 撃の二査定は実施し狙いので植物性それぞ.れにっいての
 種の数は不明である。たゾ先月同様一稀釈法によって個

 体を動種物性に分ち、それを。基にして総体の動種物、比率

 を標定した。

 これによると全般的に種物性がめだって多く70～

 80%を占めると推定される点が殆んどである。

 尭月St/3～/6では50%の動'物性プランクトン
 ーめ・.存在が推.足されたが今月は60～80%に檀物性プ

 ランークトンが増え'・ているようである。

表一/  プランクトン沈濠量並びに動植物の比率1

 、き{≡∴}㌻1㌻κに凶1
 ド…一'0-I1-1一一.…一寸I0一一…下川す一'一ドーrl
 ≡動物性1・・1・・1姐・1・・∵11中竹性・1・・≡・叫r
 ミ%{111}ヤ11吋・ト!姓・1㌣・1一・l
 1I三;一7;育†才一11,1

 、≡.....五、.。.一.一一1。..j一..、、
 "稚魚、。ユ1..∵一1一一一・≡.、…
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 プランクトン採集点図

(図1).

 プランクトン沈殿量

(図3)

 動植物性.の比率(図4)



 肝付郡東串良町澱粉工場廃水1処理と漁業に・

 及ぼす影響帳ついての調査概要・

養殖部長豊田茂樹

 肝付川沿州に散在する澱粉工場から放流される廃一永・によって、

 河川はもとより、東串良町柏原地先(高山漁協、大崎噛、協地先

 を含む)の主要漁場がその影響を受け漁場の一部は既にその価

 値を失っていざとの状況に鑑み、県水産課、東串良可及び全町

 議会並びに東串良一町漁協による合同調査として行っ一夜1のであ一る

 がその概要は次のとおりであった。

 ∴調査を実施した時昭和3劣年2月4日㍗ク日

 。2,調査の範囲

 (!)澱粉工.場の廃水処理状況.・・(抽・出.調査〉

 (2)'河川及び海面の汚染についてξ海上調、査)

 (3)漁業に及ぼす影響について(聴取調査)

 ㌧調査概要

 A、澱粉工場の廃水処理状一沢

 井付川本川(支流を含む)に廃水を放流する澱粉工場の数
 は約ふ。金工場(アウトサイダーを含むも実I数は一群カ)でな

 い。).と云わ牝ている。従ってその範囲も鹿屋市、.吾平
 町、高山町∵大崎町、串良町、東岸支町の/市5町村に亘
 り、一軒付川本支川に沿うて散在し七いる。

 今回の調査は.東串良町内の田中澱粉工場(一別・府'原)、岩床

 鐸協澱粉工場、.松谷澱粉工場(行山)の3エ場を選定して・
 調査を実施したに過ぎなか?たが、その何れq工場にして

.㌧

 も廃水に対して特別に考慮が払わ㍗ているといったこと.
 は認められなかった。つまり廃水が他の産業等にどの一よう二

 な影響があるかといったごとの顧慮は全くな一されていない

 と考えられる。
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 調査に1よる知見の範囲てば第/1ど洗樵廃水(皮剥存程で

 の鰍)と.喚廃水(沈澱池一の上澄液)が何等浄化され
 るこ一となく、そのま㌧排水路に放流され亡いること。

 第2には沈澱池(シフ溜)が不完全であ1ること。・
 I(松谷工場は設備としてはよい。)第3には・亨工努共・.
 最も肝要である廃水の排水口が放任されているこ・とで李一
 つた。従って一この.よラな廃水処理の在り方では、公共用

 氷の保全の立場外らは遥かに遠のいているといわ一なけれ一
 はならない。調査当時は麗に各工場共生一原料のすり込一.
 みは終了していたのであるが、しかしシブ溜は肉眼では

 浮濃固形物は認められなかったが排水路には徴綱な懸

 濁物の群落が相当の距離に且って認められた一。このIこと

 は繭記した排水口の放任と、.もう一つは沈澱池における

 沈澱時間によるものと考えられる。この廃水煙理につい

 ては簡易処理法の試験倒を参考までに別記する。

 官、河州及び海面の汚染状況

 33年は稀な気象条件(約60・年揮りの挿んぱつ)で降
 雨量が少なく・かんばつの年走っただけに河川流量も例

 年にない減少であったところへ甘ショの豊作とあったの

 で、各工場共フル操葵がなされたも一のと考えられる。

 従って放流される廃水量も多かづたことになるが、この一

 岨廃水を受ける河州での稀釈力の低下は今までに比較し著

 しく水質を低めるこ。とに癒ったものと考えられる。

 従って肝付州特にその下流域とこれに連なる地先海面の

 汚染度は相当高いものとなったものと思われる。今回の.

 調査では下流革での水の湧潤色は認められなかったカタ

 しカ)し、用j末と:池ラ三燕1底に素±ける、

 想以上に厚いものであるしとが確められた。即亨1河床
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 で/0碗凱・～/舌勤鳳沖合で20腕:一)、2‡C蝕でめった。
 別図汚染想.定区.域は吾この堆讃層の残存状況により、工

 場最盛期におIけ亭漁具碑用一状況(糖取)と河川氷の流尚
 早び潮卵方向(千満での技;耳).、竿炉雛したもので
 あるが・、最も顕著に汚染される区域としては、'.肝付橋か

 ら河口ま'で9)区域と油・口から沖一合・半径約300帆以内は

 嫌悪童・乃至不督量相当の汚一染があったのでぽないかと考

 えら一れる。このことは33.年!2月・、。2θ日に発生した魚

 類(海産魚)の嘉死位置からの推定も加オ)つたものであ
 、季・・、

 るが、しかし第。2肝付橋yで支流が合流する劾、黒カ)ら河

 口に且つでは現在水族の穣,自、は認められないというこ

 とであるが。恐らくこの附近では33年の稀・有の母ン

 バツに、走る河.川流'量の減少時では相当強度の汚染を示

 したものと考え.ら都、る。

 更に乙の汚染区域は沖合3置虻附近小定澄漁場まで払がつ

 セL、呑㌔由ここでは敷設された網が、工場廃水1と含哩れる

 搬I細な薄二簑手愉.質の経絡によって汚染され従って糧の手入
 れを早あている結果となっている。

 汚染区、域想定図

 ⑧…・沈澱物堆積区域(饗一足1…より確認)



 o、漁業との関係

 汚染水域における漁業の推移は、河川では下流域(特に

 繕原河口港の区域)ではモスクカニ、テナガエビ、ウ

 ナギ、コイ、アユ、ハゼ三フナ等の減少が一3年～4年
 前から姿去消してきており、現在この区域で璋.これらの

 生物は殆んど見られなく.な・つたようであ.る。.恐らく廃水

 沈澱物の堆積によって{その棲息場を奪われたためと考

 えられる。海面漁業でも同じ頃から河白から半径

 500術附近での漁具の使用が工場操業期間中は、でき

 '辛くなっているし、又弊葵停止後と云えど・も沈澱物の堆
 積によっ亡全く漁桑ができなミなっているとこ.ろもある。

 このことはここの組合員の90%が漁業に依存してい

 るので相当痛手を受けている。

 例えば、このため今までより遠い沖合への出漁を余儀な

 く強いられる午め・漁獲努力の面とぞ考?に伴う経済的負
 担の増力員である。汚染区域での漁業の実懐は導流堤の突

 端から大崎の方向へ/,5q・0賜の水深7乎以内が・、ボラ

 建網、地曳網の唯二あ網代となっている。次に./一2楓線
 1附近までが・船曳網・バイ.籠の一漁場で.・.小型定置は沖合
 3胞のところに位置している一が∴こ9中ボラ建網・一地
 曳網・バイ籠漁業は工弩一操薬中の9月～・.月㍗・の6ク
 月闇は全く漁業はできず1、他漁場への転換と念っている

 ・が・この区域でも沈澱物の堆積し.ているとこゐは辛く準
 具め使用はできなくなっていることは前・記したとおりセ

 ある。更にこの9I月～2月の漁業就業状況は、ボラ建網

 が漁期は9月年2月一(最盛期/2月～2一月・)船曳網が
 //月～/月(媛盛期/2月～/月).と工場の最盛期と

 一致しているところに工場廃水の影一響は深刻となってい
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 るようである。

 盟、澱粉工場一廃水処理についてσ)試験倒(参考)

 本県は全国的にも有数g澱胎生牽地であり、県内にも約
 400に近い.工場が・あって、中jこは漁業との問題が既に

 大なり小なり・発生している。これが原因は澱粉工場が殆

 んど.といってよい偉廃水処理に無関心である事から来て
 いると考えられるしノ～叉廃一水1処理は莫大な経費を必要と

 するとの考え万も一ある'ようである.ので、・中小工揚で容易二1
 に受入れられる処理・法と.して/.1gぶ4年9月岐阜大学
 小泉清明氏の発表に基いてこれを北海道水犀フ1化場で
 壱δ年度～4/年度に且って試験幸実施した結果を抜粋
 して今後の澱粉江場廃水処理の参考.だいたした一いと思う。

東串食前漁協地先漁場図

小型定置網
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 先づ・小泉馬の方法下亀るが・こ神は厚さ60糧内外、長・
 さ/一0米程の小石の層を通過させる…とによつ七、合有有機
 物の約%を分一縛降去し得年と一いうI報告がなされて.いる。
 この理論に慕いて1浮施した北海道水率フ化場では、この様

 ・・'な極めて簡易な撤咋雫法であれば個・虹場.に設備させる
 ∴一としてポさして困難一でないし・叉こ叶ヰつて河川の汚
 濁を幾分で一も軽減出来るであろうという希望をもって試験カテ
 行.われたのであるが、この'方法は、澱粉工場廃水沈澱池の下

 流の排水路申に・一玉石若しくは雑粗ダ等(D憶際の多い材料奉
 .充填して・廃輝をその閲薩に通じて流通させ・この闇藤に発・
 音する微生物の酸化作用を利用して、廃液中.の有機物を分解

 せしめようとの趣旨で打つたもの'であ一るσ

 試験・実施.工場として2工場を選定し、五工場は玉石を.B工

 場は雑∵佼㍗・㍗鵬蹴二構造によ?て試験がポ
 さ㍗.た。・・一、一.・重子揚の方は試験失敬とあるめで省略す
 る。・・…今ス場中方は後記するよラに。可成りの成坤
 を収めた様でIあ辛∴が、...ζれも第ノ.甲辛・1も第掘の構造力まよ
 いとされ三11ぺ千めで・参考の一ため二法を示すことにする・

第=/回試験説明

 鹿本咋灘池鯛申一に鰍酌二国脇は殆んど全部沈澱し・◎I
 .1坪、喜=均一る廃水ぽ紗の。l11雫注箪・㌣の外・雫ゼ岬111警
 め震る建形物は存在し疲かつ走・。

 ◎沈澱池・カ).らの・排水牢古.板で囲った一け2尺・深さ岬1長.
 さ30尺の溝中に導き.,こ(D溝中に挙人(径3寸湾外)の玉

 石を充填し・戻1隊を甲一レ.て・療水を流れし/め.㍍玉石ω使用'

 .漉一永二の率憧一一ぼ'静に多少一の増減があったが、一〔
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 立程度(目測)と思われた。

第2回試験説明

 第2回の試験には口過材料として、第/回同様玉石を用い

 たが・前年の結果に鑑みて若干の改良を加え苧。その碑要
 は、一策2図の如くである。.図に明らかな様に、大体におい

 て前年と同様であるが次の諸点に多少の改良を加えた。

 ・)別区は廃水を塊装箪の頭部から流千せしめたが・
 今回は口過装置の上部に7寸角の木橋を置き廃水を

 比め桶に導き、,桶の両側面に設けた多数の小孔(琶

 /寸〉'から秤一流として・玉石層の上部カ)ら落下せし
 めた。

 ・)淡層の上・部に木桶宇取付ける為・綿の厚干を・尺
 に減じ、その代りに幅を卒尺≒長さを36尺とし、

 全体として律の量は、2割内外増加しポ
 ・)排水口に高さ・尺.内外の軽板を取㈹、承層の下部

 に常に./尺内外排水が滞溜する様にした。

第1図
 がんかい溝



第2図

 がんが.い溝

 この試験の採氷分析表,は割愛いたす・が、繕諭として

 「兎に角、以上i回の試験結果を通じて此種の簡易な装

 置でも、工夫次第では有機物を3割内外分解し得.ることを

 明らかにすることが出来.〆。.」…と報告されている。
 更に本試験を通じての所見として、

 ②雑種ダを使った方法の衆敷し.た原因一は一、擁水中の浮激
 性固形物の除去が不充分であ.つたためで、予め沈澱物
 の除去が完全であれば、相当の効果が期待し得られた
 であろフ。

 ⑫本試験、は・水策廃水のみを使用一したが・廃水が余り
 に濃厚な'ので討って微生物の一発育が阻害される傾向が



 見られた。廃水を2～3倍一に稀釈して用いた牟らば・.更.
 に浄化効率を上げ秤たでφろラ。‡

 ③廃水の撒布方法は、最も工夫を要する点であろう}・簡易
 な装置で'成る可く万遍なく廃水を玉石の上画に撒布する

 様に工夫することが肝要である。撒布の巧拙が結果に著

 しく影響する。

 ④本法は一、比較的経費もが斬らず、実施もさして困難でな

 いと思われるが・この程度一9設備でも一般に普及したな
 らば、河州水質の汚濱を防止する上に、可成りの効果を

 期待し得るであろう。一一一・一と結んでいる。

 この様な廃水処蛙法は前おきした様に、極く手蛙に実施
 されるものとしての一例であるが、この程度(或いは他
 にも更に進んだ処理法があると思うが)の装置は寸是非

 実施して欲しいし、又をの様な協調は他の産業の立場を

 考えた場合当然なさるべきではないカ)と考えられるb

 更に注文を加えたいことは∵排水口に浮漉性固形物を除

 去する装置が必要である。一

 上言草試験でも指翻している穣に、これの除去が不充分の
 だ激、次の処理行程が阻害されていることからして、等

 民蔓孝見さ埼τなも、事項ナ三と。思う。

 ここに単なる思いっきではあるが次の様なものでは如

 何なものだろうカ)。

 シブ溜池

排水口
 金網差込み溝

(2条)



 図の様に排水口に細目の金網を=挿入レて、廃水をここ

 ・で/度細目の金網を通して浮携転の回収を図る様にす.
 る。金細の挿入溝は2条にしておいて、一掃除等の利便を

 図る様にす予。シ.ブ溜が素堀の場合は・本製枠を設け柞
 はよい。.

 盟一緒び

 今回の調養は単なる実情調査であって、問題点の解明に

 対する基本的な調査の予備的なものであった。

 澱粉廃液と漁業との関係は今後益々問題化する傾向にあ

 るので・今後水軍等の基本門調査を進峠十七・漁紬
 りが中心となつて、工場側の廃液処理に対す岩.認識を深'
 める様努亭る必要があると1考え.られる6一

 ここの場合も今まで工場側としては、何も聞かきれて
 いなかった様である。そのために他の産業に及ぼす影響

 は前記した、様に磯んど無関心セ、廃水は何等の浄化もさ

 れないま㌧に放流されている実状であった。

 このようなこ一とからと、一方澱粉工業が本県産業上漁業

 と共に重要な位置にあるし、両立という困難性はあるが

 何等かの方法で協調・して行かなけれ惇な.らないと考えら
 れるし、それには工場側の良識と誠意あ.る薩液処理に侯I

 たねばならないので、あえて簡易処理法の試験例を紹介

 した次第で一ある。

 ・』/5川



 鹿児島湾奥・魚類蓄養場環境調査24時間観測

調査部

 §調査の趣旨

 牛根蓄養場における、昨年度のブ.リ仔異常減少が6月中下山一
 旬に生じているのそ、毎日の定時観測のほか、本観測をI実・

 施した』こg師口は小汐蒔宇選.んだもの子あるが・下記の
 ように梅雨中であり日射量少なく、水質、水温共著しい変

 化苧な/・環境比較的安定状況下あるので。次回は7月の一
 ・戸率竿の多ヅ汐日を選んで・本要領の観測亨なす予定で
 .1ある。

 §調査.員

九万田一己

 調査部・弟子丸.修

上田忠男

 ゴ1季.調査期間
 昭和35年6月/5日午託一9時から
 昭和35年6月/6日午前9時まで.

 …∴§永二一・・温

 ・ぺ一ほ層は嘉内が場外よりも約q5℃高/一,!q米層ぽ逆に
 場外が場内より約α5℃高い、場内の表層は時間的変動

 があり/6時が2∴ぶ℃で最高を示レ、5時が一2包5℃で
 最低を示した.。又/0米層は2α3℃前後一で変動がないが
 24蒋の満汐時から3時までは2α7℃に上昇した。

 場外の表層は禅々変動.はあるが2α8℃前後で24時の
 滴汐時!こ2/,杜℃.の最高を.示した。

 I一/6一



 又10米層.は殆んど変動なく2α9℃:前後であるが、ク蒔.
 の干渉蒔にウ0,3℃に低下㌧た。場外は表層、./0米層の
 温度差(約α2～α3℃)は小さいが場内の温度差(約/℃
 1℃)は大きい。但し24時からク時の曲で事場内外.
 表層、ノ0米層何れも温度差が小さくなっている。

 §P貫

 P互は揚的外、表瘤こ!0来層の別なくを2～玩4で殆ん一

 ど変動は認められない。

 §塩素量

 塩素量は場内外共に表層が少なく、グ0米層が.多い奴、表

 ・層は場内が少なく、逆に/0米・層は場内が多い。

 場内.の表層は変動が著しく/名5～!.z4zの範囲で旦.
 つ、・干満に一関係なく変動している如、場外の表層は14・3
 ～!星4久の範囲で変動し、蒲汐時が多く千汐時が歩い傾
 向がある。/.0米層1ま内外兵に変動はなく!客0ん./.玩6

 ×の範囲である。.・

 §溶存酸素量

 酸素量は内外共に仏・～劣・笏の範囲で稿・揚榊
 少ない。但し場内の/0米層で/ク時()2!時、'5時～

 ・袴の干渉時に3・陽の最低を布れ
 即ち飽和度よりみると場外は表層、/0米一層共同じ傾向一
 で変動し90%葡後で5.時から8時の闇で最毛低く83
 %に低下している。倶し場内は表層、/0米層共に変動が

 .著しく・表層は80%前後から・即ち・満汐∴干汐蒔に比
 較的高く、その一中間/4時2/時にク5%に低下する。

 /0米層ぽ満汐蒔は80%前後であるが二千汐蒔には
 70%に低下する。

一!



§NH3-N

 アンモニアはユ・～卵と・a岬s々の範囲でI場外
 一より場内が刈又/9米層より表亭が弔々多いが・その時間
 的変動は殆んど認められない。

 §硅一.駿
 ・硅酸・は塩素量と逆の傾向即1ら塩素量の少ない時は建酸が

 多≦、塩素量あ多い時は硅酸が少ない結果と溶一.っている。

 即ち場内が多/・表即ξ・～…と一a帥s々の範囲
 、場外は・・～・・ト{皿s々6範囲で狐
 ・ダ来眉は場叩共に・。・トa㍗s々で奏効はな1㌦

 .、§q・0・D一.

 ・。…小は場内外共㍑・叫吻・の範囲で、内外、表
 、/0来層の髪も.又跨閻変動も殆んど認められな一い。

一/8一



 観測結果(s・七/場内、s・一七2場外)

 時1気温1汐位・s印t・1
1!

 水温一p亘塩

0/00/00

 素量溶存酸素酸素飽和度NH3-N・硅
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奄美短信

 奄美では.4月下旬から一足さきに梅雨に這入り、もう権
 雨も終らんとしている。

 例年のこ一とであるが本土の入梅の頃は、梅雨は上り今から

 30度以上という天気が続く。

 今年で3年目叫奄美の夏を迎え・るが・盛夏の40度芦い暑い・一
 日のことを考えると嫌になる。夏の夜など内地では夕食後家。

 族一同ユカタ案で家外を散歩するとかこ室外で涼むのが、
 .何よ.りの楽しみであるがここ㌧ではそ札が味わえない。
 一歩1出るにも懐中電燈を必要とする。それでも安心して歩け一
 Iないこというのが薄暗く決るとハブ公が散歩し始める。

 舛今干は・。このハブ公の当り年だとま干.いわれているので
 注意しなければならない。

 奄美大島の漁獲蔦の大半は、かつお漁業瀬魚一本鈎で占
 められて'いるが、このふら嘉・漁業も4・月上旬初漁後殆んど連

 日?ように好漁で、当加工場毛・活気を呈してい.る。
 'ハブ公の当.り年、は青々は望まないが、かつ拍は当り年で
 あってほしい。

 今⑦ま㌧続げば、今年は豊漁でないかと漁業者は張切ってい

 る。

 この奄美大.島のかつお漁業の始まりは、一甲治29年
 西方丑の曹津高.燈台建設のため来島した、本県佐多町の土持

 畝助外二名坪.沿岸漁挙の有望で李るこキを看取レ帰郷後
 同郷のかつお漁業家・・曲田森吉と相計って、明治32年春
 前中氏と共に漁・船を回航し三・西古見・を根拠地として出漁し、
 相当のかつおを約一り一あげ、島民を驚かせたという。

一20一



 これに刺.げきされ明33年前述帆船で技術を習得し、西古

 見の朝とら栂氏が、同志4、、2名をもりて帆蹄を建造し自
 ら船頭と.ポり漁法だ馴'れない漁夫達を指導し紅という。'
 これ炉奄美太島の11券らお激業の姶.ま、り。淀ξ言1われ一その後
 各地に発展し、.それから今年セち1よIうど'6仏年目・に一.準.=る一わ肪
 である。

 ところで当町にも一・今年体育連盟が結成され=.宮公庁各種。
 団体対抗の各癌技が5月から行われ、分場とbても。Iソフト
 ボール、バレーボール、卓球と・出場した。

 づフトボール。バレーボールは残念なカ幸一ら一回戦で敗れた。
 去る6月5日行われた卓球大会肥抽いては、一団体優勝、個人

 でも下氏が40才以下で第}位、一工氏が4-0才以上で・第三位

 という優秀な成績をあげたφ

 6月/!日一S.S生



各部日記

養殖部日記.
 /日～2日フノリ成熟度調率・・三.(里)二、。

 一念月・日(㍗目黒螺貝・月服生殖農1組箪・・
 '切片染I色チ・
 6月1ソン冒一ん簑。雪目・一・・ソリ糸状体培養.
 6一月3日j一一(県庁)
 4'j月ツ日戸)25日1ノリ芽検鐘

 ̂^日・.真珠養殖振興協会総会…1目治会誌)
 6it、月3む自～25日・.モナスSPの分離培養し
 ザ11.・∴・...一戸
製造部日記

 月/日・～、茅日とび魚加.工試験

 6月3日毎.日物産会社。吉留.,.東氏来訪

 水産飼料調査のため

 一枚一崎市'水産課・
 業.者・宮地氏かつお加.工品の化学試験

 依頼のため

 串木野市・税所技師来訪

 ぶか加工試験打合せのため

 6月孕日～20日くん製試験

 (とび食し、あ1)、さば).

 6月ク日串木野冷凍K・K山県専務外。2名来訪

 あじ加工調査のため

 6月9日漁連製氷工場でアクロナイス氷製造

 6月/亨日枕崎水.産高校・西村教諭かつお利用新製

一32山



 品につい.て・刻一,責.吋(Dため来訪
 谷山市。竜中原棟・上場主駿陀防止剤使.用法.

 6月～4日..志布志町=、

 ついて打合せのため来訪

 6月、2θ日.

 か?束11施工訂一合せのため

 一ξ;月2;;日.一へ丁享6目.か・)一お加工一試験

 し;月27日.ゐ)つお、

 カ)つ{t=新製品に()いての'臨議会一.

 ○調査部6記二、

 二⑦よ;り{子舞1=浦一まとめ (別府)

 (九.万田、栗・子・丸)

 、・(又プ()

 、(_ヒ田),'

星月/目

名月8日

4月9日

6月./銅日

6月!/日

 6月!ぎ日.'

 ちとケ'丸ブb・仔採・捕のため出.港

 一紅もめトビウーj迷調.査のだ一め出港.

 一一ち'と一一り=メ1…帰一港一I

 熊楠丸台、瓢のため、山州港避難1.

 一贈」南丸帰港

 照南丸トビ・ウ1手調査のため出・藩11

 か.も{あ一トービゥオ調査終了帰港・''1、

 'カ)もめ'】一一L'払

 のたあ=山州.国航'

 …亡重3一



6月実0目  カ)もめ及び一中心船 1超短波無線電話局

落成検査

 6月2み日  かもめ帰港

集団操業指導事業中心鉛責任者会議

 (山川に於て).

6月23日  ・照衛丸・.トビウ本調査終了一帰港
6月28日  照南丸・東支郡海海洋観測のため・出港

分場日記

4月29目  罐諸機械試運転(東罐戸姻工場・松玩

張夫技師)

 5月・/目瀬戸内町体育連盟主催バレ.一ボール大会

 対。土木出張所(!9-2!、/4-2!)

 対郵.便局(/4.21、/8}2!)

 にて惜しくも殴る。

 5月3日至上ソフトポ}ル大会

 吉仁屋海上保安署に惜敗。

5月9目 金丸副知事来町

 よ月./0日・ 副知事一行来場(油井小島養殖場視察)

5月!/日 探礁丸上条

 5月//日ん20日  第一次うに加工試験

5月/3日 県議会総務醤委員一行来場

 5月/ク自 農林省水産講習所 耕洋丸八港
実習生来場見学



5月/9日大島支庁建築係長来場)二

 (碑呂場、便所建設打4句
 ・月・.・日苅検査院・中田調査課長一行来場

 (国庫補助関係会計検査⊃

 5月2/日.鹿大・敬大丸入港

実習生来場見学

 5月24日～6月7日

 第2次うに加工誠一騎

6戸/日制海丸入港
 今月・日・町外舎連盟主催卓球木会(分場優勝1・
声月8日県事務監査

 _。2ぶ_'



編集後記

 ○世1ヰ将に精密小型化時代。原始的素朴な形状と独特な
 風味でもって、一一=睦を.風びした特産カツ.オ節にも当今

 風よ一うや.く強く関係者こそとしく.飾以外の申)つお原料とす
 る一大衆食品としての新製品の出現牽夢見るp

 創造というミカの裏に生み出ずる著.悩.、本場試作品コ・…ンド

 ボ阜ト・ボニトリ李試食して素.直の感懐・カツ本節と選手交
 替の時蒐ヨは1、・つの日であろうお)。

 ○十数ケ月の白刃と都結集して集約解珂された「李県熊
 毛海域のとびうお浮敷網漁業」第/巻完成。

 「現地業者にとってとの種の仕事が身近1こ感ぜられない

 であろうこ.とは想、像に難く恋いが一、漁業をして産業の地

 位軒ら転落せしめず進んで何等かの発展の途を見ハだし

 める一た.めにはこの様な飾.味な積み重ねが必要である」

 場長序にかえての中の言である。本巻希望者は漁業部宛

 ○本県に特に関係の深い澱粉廃液と漁葉間題養殖部長に

 お願.いした。

 ○各部ともそれぞれの命題をもって仕事は中盤戦にさ

 しカ)カ)る。

 梅雨空の雲切れてさんさん太陽の降りそそぐ日々是・好日早

 M㌔
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